
議案第６号 

   一般職の職員の給与等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

 一般職の職員の給与等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

  平成２２年１１月３０日提出 

                    富津市長  佐久間 清 治   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

労働基準法の一部を改正する法律（平成２０年法律第８９号）等の施行に伴い、

職員の時間外勤務が月６０時間を超えた場合において当該手当の支給割合を引き上

げるとともに、当該手当の支給割合の引き上げに代わる時間外勤務代休時間を新設

すること、及び小学校就学前の子又は要介護者のある職員が育児又は介護を行うた

め請求した場合において時間外勤務を制限すること、並びに職員の給料から当該職

員の通勤用自動車駐車場使用料を控除できる規定を整備するため、関係する条例の

一部を改正するものである。 



   一般職の職員の給与等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例 

 （一般職の職員の給与等に関する条例の一部改正） 

第１条 一般職の職員の給与等に関する条例（昭和４６年富津市条例第２５号）の

一部を次のように改正する。 

  第３条第２項中第４号を第５号とし、第３号の次に次の１号を加える。 

  (4) 通勤用自動車駐車場使用料 

  第１４条第 1 項中「勤務時間以外」を「勤務時間外」に改め、同条第２項中「

この項」を「この条」に改め、同条に次の２項を加える。 

 ３ 正規の勤務時間外に、又は割振り変更前の正規の勤務時間を超えて勤務する

ことを命ぜられ、正規の勤務時間外にした勤務（勤務時間条例第３条第１項、

第４条及び第５条の規定による週休日における勤務のうち規則で定めるものを

除く。）の時間と割振り変更前の正規の勤務時間を超えてした勤務の時間（前

項に規定する規則で定める時間を除く。）との合計が１か月について６０時間

を超えた職員には、その６０時間を超えて勤務した全時間に対して、第１項及

び前項の規定にかかわらず、勤務１時間につき、第１７条に規定する勤務１時

間当たりの給与額に、次の各号に掲げる勤務の区分に応じ、当該各号に定める

割合を乗じて得た額を時間外勤務手当として支給する。 

(1) 正規の勤務時間外にした勤務 １００分の１５０（その勤務が午後１０時

から翌日の午前５時までの間である場合は、１００分の１７５） 

(2) 割振り変更前の正規の勤務時間を超えてした勤務 １００分の５０ 

 ４ 勤務時間条例第８条の３に規定する時間外勤務代休時間を指定された場合に

おいて、当該時間外勤務代休時間に職員が勤務しなかったときは、前項に規定

する６０時間を超えて勤務した全時間のうち当該時間外勤務代休時間の指定に

代えられた時間外勤務手当の支給に係る時間に対しては、当該時間１時間につ

き、第１７条に規定する勤務１時間当たりの給与額に、次の各号に掲げる時間

の区分に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額の時間外勤務手当を支給

することを要しない。 

(1) 正規の勤務時間外にした勤務の時間 １００分の１５０（その時間が午後

１０時から翌日の午前５時までの間である場合は、１００分の１７５）から



第１項に規定する規則で定める割合（その時間が午後１０時から翌日の午前

５時までの間である場合は、その割合に１００分の２５を加算した割合）を

減じた割合 

(2) 割振り変更前の正規の勤務時間を超えてした勤務の時間 １００分の５０

から第２項に規定する規則で定める割合を減じた割合 

  第２３条中「ときは」の次に「、勤務時間条例第８条の３に規定する時間外勤

務代休時間である場合｣を加える。 

 （職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正） 

第２条 職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年富津市条例第１３号）の

一部を次のように改正する。 

第８条の２の見出し中「職員の」の次に「時間外勤務及び」を加え、同条第３

項中「前２項」を「前各項」に改め、同項を同条第５項とし、同条第２項中「前

項」を「前２項」に改め、「この場合において」の次に「、第２項中「小学校

就学の始期に達するまでの子のある職員が、規則で定めるところにより、当該

子を養育」とあるのは「要介護者のある職員（ただし、規則で定める者に該当

する場合における当該職員を除く。）が、規則で定めるところにより、当該要

介護者を介護」と」を加え、同項を同条第４項とし、第１項を第３項とし、同

項の前に次の２項を加える。 

任命権者は、３歳に満たない子のある職員が、規則で定めるところにより、

当該子を養育するために請求した場合には、公務の運営に支障がある場合を除

き、正規の勤務時間以外の時間における勤務をさせてはならない。 

 ２ 任命権者は、小学校就学の始期に達するまでの子のある職員が、規則で定

めるところにより、当該子を養育するために請求した場合には、公務の運営

に支障がある場合を除き、１月について２４時間、１年について１５０時間

を超えて、正規の勤務時間以外の時間における勤務をさせてはならない。 

第８条の２の次に次の１条を加える。 

（時間外勤務代休時間） 

第８条の３ 任命権者は、一般職の職員の給与等に関する条例（昭和４６年富津

市条例第２５号）第１４条第３項の規定により時間外勤務手当を支給すべき職

員に対して、規則の定めるところにより、当該時間外勤務手当の一部の支給に



代わる措置の対象となるべき時間（以下「時間外勤務代休時間」という。）と

して、規則で定める期間内にある第３条第２項、第４条又は第５条の規定によ

り勤務時間が割り振られた日（第１０条第１項に規定する休日及び代休日を除

く。以下「勤務日等」という。）に割り振られた勤務時間の全部又は一部を指

定することができる。 

２ 前項の規定により時間外勤務代休時間を指定された職員は、当該時間外勤務

代休時間には、特に勤務することを命ぜられる場合を除き、正規の勤務時間に

おいても勤務することを要しない。 

第１０条第１項中「第３条第２項、第４条又は第５条の規定により割り振られ

た日（以下この項において「勤務日等」という。）」を「勤務日等」に改める。 

  第１５条第３項中「一般職の職員の給与等に関する条例（昭和４６年富津市条

例第２５号）」を「一般職の職員の給与等に関する条例」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２３年１月１日から施行する。ただし、第１条のうち一般職

の職員の給与等に関する条例第３条第２項中第４号を第５号とし、第３号の次に

１号を加える改正規定は、公布の日から施行する。 

（職員の育児休業等に関する条例の一部改正） 

２ 職員の育児休業等に関する条例（平成４年富津市条例第２号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  第１７条の表中第１４条第１項の項の次に次のように加える。 

第１４条第４項 要しない 要しない。ただし、当該時間が育児休業条例

第１７条の規定により読み替えられた第１項

ただし書に規定する７時間４５分に達するま

での間の勤務に係る時間である場合にあって

は、第１７条に規定する勤務１時間当たりの

給与額に１００分の１５０（その時間が午後

１０時から翌日の午前５時までの間である場

合は、１００分の１７５）から１００分の１

００（その時間が午後１０時から翌日の午前 



   

   

  ５時までの間である場合は、１００分の１２

５）を減じた割合を乗じて得た額とする 

 


